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「相続税の計算」８月号の内容

●お問い合わせ先　中部資産管理センター　0561-75-0720

～JAの自己改革について学び地域農業を応援しよう～

市川　耕一

代表理事組合長

各支店・店舗・センターにご意見箱を設置しています。

なお、ぐりんぷらざの応募用紙はご意見箱からもご応募いただけます。

ご意見箱からの応募で当選率アップ！！

皆さまからの貴重なご意見・ご要望をお待ちしております。

https://jaab.or.jp ＜お申し込みフォーム＞より

たくさんのご意見・ご要望をよろしくお願いいたします ◎JAあいち尾東の自己改革に対する
 ご意見をお待ちしております。

この箱が目印！

　農地の相続には、農地法や生産緑地制度など特
有の制度が関わり、一般の不動産よりも多くの制限
があります。相続による農地取得には農地法の許可
は不要ですが、農業委員会への届出が必要です。
　また、生産緑地に指定されている農地では、農業の
継続や行為制限が課される一方で、固定資産税や相
続税の特例が受けられます。特定生産緑地として指
定を受けると、これらの特例をさらに延長できます。
　農地に関する相続税には納税猶予制度があり
ます。農地にかかる相続税額（農業投資価格を除
く）が猶予され、農地の相続人が猶予期限まで営
農を継続することで、猶予されていた相続税の免除
を受けることができます。

　相続税の納税猶予制度を活用するためには、申
告期限内の遺産分割や営農の継続が要件となり、
未分割では適用できません。
　猶予期限については、生産緑地や市街化区域
以外の農地では、終身営農となります。免除を受け
る前に農業経営を廃止した場合などは、猶予され
ていた相続税の全部または一部を、利子税ととも
に納付しなければなりません。
　農地に関する制度は複雑で、かつ農地の処分に
は時間と手続きが必要となるため、事前の確認と
準備が重要です。

　農地の相続には、農地法や生産緑地制度など特
有の制度が関わり、一般の不動産よりも多くの制限
があります。相続による農地取得には農地法の許可
は不要ですが、農業委員会への届出が必要です。
　また、生産緑地に指定されている農地では、農業の
継続や行為制限が課される一方で、固定資産税や相
続税の特例が受けられます。特定生産緑地として指
定を受けると、これらの特例をさらに延長できます。
　農地に関する相続税には納税猶予制度があり
ます。農地にかかる相続税額（農業投資価格を除
く）が猶予され、農地の相続人が猶予期限まで営
農を継続することで、猶予されていた相続税の免除
を受けることができます。

　相続税の納税猶予制度を活用するためには、申
告期限内の遺産分割や営農の継続が要件となり、
未分割では適用できません。
　猶予期限については、生産緑地や市街化区域
以外の農地では、終身営農となります。免除を受け
る前に農業経営を廃止した場合などは、猶予され
ていた相続税の全部または一部を、利子税ととも
に納付しなければなりません。
　農地に関する制度は複雑で、かつ農地の処分に
は時間と手続きが必要となるため、事前の確認と
準備が重要です。

このボタンを
クリック！

JAあいち尾東では、農業者所得の向上と地域農業の活性化、

持続可能な農業の実現を目指し、農業者支援の一環としてさまざまな助成を行っています。

近年、水稲においてイネカメムシ被害

が問題となる中、品質低下や反収減少

の対策として、防除農薬購入に対する

助成を行っています。

生産者の作業負担の軽減や地域の米生産の維持・

安定につなげるための助成です。

＜申込期間＞６月２６日（金）～９月３０日（水）
＜対 象 者＞組合員本人
＜助成内容＞期間内に購入した対象農薬費用の一部助成

新しい農業機械や鳥獣被害対策資材の購入に

対する助成を行っています。

生産者の作業負担の軽減や効率的な農業経営

の実現を目指し、地域農業の維持・発展につ

なげるための助成です。

＜申込期間＞５月１８日（月）～９月３０日（水）
※助成金が無くなり次第終了
＜対 象 者＞組合員本人
＜助成内容＞期間内に購入および購入手続きした
                対象商品の一部助成

土壌診断費用に対する助成を行っています。

近年の肥料価格高騰対策として、畑の状態を把

握し適正な施肥を行うことで肥料コストの削減

につなげるための助成です。

＜申込期間＞４月１日（水）～令和９年２月２８日（日）
＜対 象 者＞産直友の会会員
＜助成内容＞期間内に申込した土壌診断費用のうち
                １件あたり５００円（税別）を助成
＜申　　込＞各営農センターへお問い合わせください

◎助成内容はP19をご覧ください。

◎詳細はHPまたは
　今月号の折込チラシを
　ご確認ください。

水田カメムシ防除薬剤助成

土壌診断助成

未来へつなぐ  運用・管理セミナー
そんな人におすすめ！

資産運用や相続に関する将来に向けた準備について、専門家がわかりやすく解説します。

投資に興味はあるけど踏み出せない…

相続の準備は何からすればいいのかわからない…

【開催日時・場所】

お申し込み・詳細については開催支店にお問い合わせください。

セミナー開催の
お知らせ

8月  8日（土） 14：00～16：00 豊明支店

8月19日（水）   9：30～12：00 長久手支店

8月中旬   9：30～12：00 本店営業店

9月上旬 13：00～15：00 東郷支店

【内容】
（第一部） 投資信託について　（第二部） 相続について

※瀬戸支店・尾張旭支店につきましても、
　今年度中の開催を予定しています。

農業応援キャンペーン

◎対象農薬の一例
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